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廃棄物学

環境システム学科

宮脇 健太郎

第2回 廃棄物とは？
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廃棄物とは何か？（定義）

＋ 有価物＝商品

ー 不要物＝廃棄物
（古いもの、汚いもの、不
快なもの、要らないもの）
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商品の価値、環境汚染潜在力

＋

ー

価値

市場価値

個人的評価価値

廃棄物発生

時間
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廃棄物になり易いかどうか

（見る目）高く評価する

（質） 高品質

（量） 量が多い

（場所） 需要が近い

（時間） 市場価値上

価値が上がる

価値を認めない

低品質

量が少ない

需要がない

市場価値下

価値が下がる
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各国の廃棄物排出量

廃棄物排出量は豊かさのバロメーターか？

環境省HPより
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各国1人あたりのGDPと一般廃棄物発生量

環境省HPより
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将来予測

環境省HP白書より
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品川区HPより

ごみ処理の流れ
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ごみ処理の現状（平成18年度）

環境省

集団回収量 総資源化量

直接資源化量 処理後再生利用量

300 257 459 1,003

(5.2%) 1,037 (9.4%)

(20.8%)

254 449

(5.1%) 処理残渣量 (9.0%)

1,020

ごみ総排出量 計画処理量 中間処理量 (20.8%)

4,525

(92.3%) 減量化量 588

3,505 (11.8%)

5,272 4,972 4,577 (71.5%)

(92.0%) 処理後最終処分量

3,540 561

(71.1%) (11.4%)

直接最終処分量 最終処分量

120 681

(2.5%) (13.9%)

自家処理量

144 733

(2.9%) (14.7%)

9

(　 )内は、平成17年度の数値を示す。 単位：万トン
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306 1,022

5,204 4,898
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処分場の残余容量・残余年数
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環境省
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廃棄物の広域処分

処分場の現状(平成17年）
一般廃棄物最終処分場 1853施設

残余年数 全国平均 15.6 年分

首都圏 17 年

近畿圏 12.5 年
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最終処分場を持たない割合

 0%

 1%以上25%未満

 25%以上50%未満

 50%以上75%未満

 75%以上
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廃棄物の広域処分
(一般廃棄物H18）

原則：廃棄物処理自区内処分 環境省

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

北海道・東北

中部

近畿

（関東ブロック）

　凡例

１千トン～１万トン

１万トン～５万トン

５万トン以上
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広域処分の現状（一般廃棄物H18）

環境省

(単位：千トン)

ブロック名 最終処分量 都道府県外への移動量

① ② ②／①

北海道・東北 1,166 3 0.3%

関東 1,775 234 13.2%

中部 995 82 8.2%

近畿 1,530 8 0.5%

中国 367 3 0.8%

四国 194 5 2.6%

九州・沖縄 782 16 2.0%

合計 6,809 351 5.1%
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広域処分（産業廃棄物H15）
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国境を越えた移動
プラスチックくずの輸出

環境省HP

18
日中韓環境情報サイトHP
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ごみの減量化とリサイクル

目的

循環型社会，持続可能な社会の実現

コスト(cost)の低減
例えば、焼却

人口7-8万人焼却炉１００ｔ/日
40-50億円（建設費）
（3000～5000万円/1ｔとも言われる）

コスト
埋立＜焼却
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資源化量とリサイクル率
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リサイクル，集団回収

法律で定められた

家電リサイクル

建設

食品 など

自主的な取り組み
町内会，小学校の廃品回収(補助金）
ちり紙交換など回収業者（実績不明）
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循環型社会，持続可能な社会

循環型社会

リサイクルだけではない

資源を少なく

持続可能な社会
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これからのごみ処理

天然資源の保全をめざして

廃棄物処理の問題点

定量的リスクアセスメントの必要性
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課題（各100字程度）

廃棄物とは何か？ (P56～60参照）

広域処分の必要性について述べよ


